
ー，朋 

{¥ 

人口�  8，227 女� 4.160 

II

f¥

'78 

3月号

IR発行・編集と

勝浦中学校のグラウンドで主婦たちが夜間マラソン

を続けている。� 

昨年12月から運動不足を解消しようと，� 夜の 8時ご

ろから近くの人たちが誘い合い， 15人く らいでランニ
町民のうごき

世帯数� 1，927 男� 4，067 

ングを始めた。初めは県道を走って いたが， 事 故など
i' 日� 年 2月l日現在H 53

のことを考え， 中学校のグラウンドに変更。

Al月からランニングを続けている鶴岡順市さん

野)は，

キロぐらい走 ってS段えたという� 

男女計�  

5生

亡

入

出

出

死

転

転

13 

5 10 15 
毎日 4 キロから 5 キロを走る。 201~の ころ 20 13 6 19 

o また l.5キロカミら 2キ

ロを毎日かかさず走る主婦たちは，走りかけて体力も

ついてきたし， 親子でいっしょに走り， とても楽しい

ですよ 。 「でもコタツから出るときはやっぱ り … 」

とチョ ッピ リ本音も 。� 

これからだんだん暖かくなってきます。 この機会に

みなさんもランニングに参加し， からだを鍛えません

カ‘。

夜
間
マ
ラ

νジ
夫
隠
や
り

寒
さ
抱
ん
か
"
フ
切
と
陽
電


行自勝漕町総務醸� (代}2)-25114.{0885でんわ� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
寒さなんかブッとばせ夜間マラソン大はやり

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和53年� 3)-1 1円 カゐ Jコ つ ら 第93号 (2) 

O O O O

昭
和
五
十
三
年
度
住
民
税 

(県
町

民
税
)
の
申
告
長
付
と
国
民
健
康
保

険
税
納
税
相
談
を
つ
き
の
と
お
り
行

い
ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

O

昭
和
五

十
三
年
一
月

一
日
現
在
町

内
に
住
所
が

あ
り
、
昭
和

五
十
二
年
中

(
一
月
一
日

か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま

で
)
に
所
得

の
あ
っ
た
人

で
所
得
税
の

か
か
ら
な
か

っ
た
人
。 

O

給
与
所

何
者
で
、
昨

年
中
に
給
与

以
外
の
所
得

が
あ
っ
た
人
。

就
任
の
こ
と
ば

勝

浦

町

長

桜

木

義

夫

町
民
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
は
、

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご

支
持
を
い
た
ず
き
、
当
選
の
栄
誉
を

賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
哀
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
経
済
不
況
の
中
で
町
民
の

皆
綴
方
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
い

地
方
自
治
行
政
も
大
き
く
転
換
し
、

変
革
・
が
辿
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
ご
ざ

い
ま
す
。
不
況
に
あ
え
ぐ
町
民
経
済

の
再
建
の
た
め
に
も
、
今
こ
そ
住
民

の
皆
様
と
手
を
た
ず
さ
え
、
英
知
を

結
集
し
て
こ
の
沈
滞
し
た
勝
浦
町
を

飛
躍
の
勝
浦
町
に
つ
く
り
上
げ
て
い

き
た
い
決
・
怒
で
こ
吉
い
ま
す
。

若
賞
、
未
熟
な
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
ご
則
待
に
そ
う
べ
く
来
い
情
熱

を
傾
け
、
盟
か
で
魅
力
の
あ
る
新
し

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
最
替
の
努
力

を
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

M

な
に
と
ぞ
今
後
共
一
一 

の
、
ご
教

一示
、
お
力
添
え
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

①
申
告
し
な
く
て
よ
い
人

O

昭
和
五
十
三
年

一
月
一
日
現
在

公
的
扶
助
(
生
活
扶
助
)
を
受
け
て

い
る
人
。 

O

給
与
所
得
の
み
で
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
人
。 

O

所
得
税
の
雌
定
申
告
告
を
提
出

し
た
人
。 

O

背
色
事
業
者

(
背
色
決
算
件
を

提
出
し
た
人
。)

①
申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
会
計
帳
簿

・
収
支
の
証

を
超
え
る
と
、
夫
の
所
得
か
ら
配
偶

者
控
除

(二
十
九
万
円
)
が
受
け
ら

れ
な
く
な

っ
た
り
、
主
婦
向
身
に
税

金
が
か
か
っ
た
り
し
ま
す
。

卜
収
入
は
、
通
常
、
給
与
所

l
山

拠
告
類
・生
命
保
険
等
の
領
収
自
・

身
体
障
害
者

・
軍
人
傷
病
手
帳

・

源
泉
徴
収
票

・
そ
の
他
申
告
に
必

要
な
書
類
。

主

婦

の

。ハ
l

得
に
な
り
ま
す
か
ら
、
給
与
所
得
控

除 

(年
収
百
二
十
万
円
ま
で
は
、
一

律
五
十
万
円
)
を
差
し
引
い
た
額
が

二
十
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

卜
と
税
金

ま
た
、

二
十
九
万
円
を
超
え
る
と
‘

主
婦
自
身
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

バ
ー
ト
の
年
収
と
税
金
の
関
係
は
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。

私
は
、
選
挙
を
通
じ
て
お
約
束
し

段
近
、
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
が
多

地
域
産
業
の
振
興

社
会
福
祉
の
充
実
、
保
健
医
療

の
充
実
向
上

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
娠
輿 

生
活
環
境
の
盤
術

こ
れ
ら
の
公
約
実
現
の
た
め
全
力

を
傾
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
政
治
信
条
と
し
て
の
、
侃

ら
な
い
行
政
、
思
い
や
り
の
あ
る
行

政
、
責
任
の
あ
る
行
政
、
こ
の
三
つ

を
基
本
政
治
姿
勢
と
し
て
住
民
本
意

の
行
政
を
す
、
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

く
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
も
、
年
収
が
一
定
傾

月 日� f 該当地区 上晶� F貯� 

3月� i日附� |泊江.石原石原センター�  

3月2日付ヰ 今山山首川谷|生比予告 J:~ thI， 

3月3目白� |民 空L!谷公会主

?"町 1空 土器� 

3月6日(月然 岩 1勝ィ 会館!日 

3 J1 6日内l中 戸l 主人ぃニいの家� 

3月7日{付。久 悶� l町� i立� I島� 

3月7日例中 山中山公会主�  

3月 8日附慨�  '1'1 町� 1立� f品� 

3 月 9 日 r~~ ， 俄 瀬勝浦町民I品木部� 

3 月lopH到りq与� 
111 

片耳il~H1T1皮
内ワ川|付事業所

.q，:坂本$.j住所�  

3川13日開� | /J 坂本区民集会所� 

3月14日(-M 全

3月I印刷� /J 

般 町�  i9: t持� 

/J 

住 民税�  の申告相談

13月旬日から各地区巡回|

※午前� 9時30分から午後 4時まで

/，ート収入と所得税

パートの
年 収

夫の所得から
配偶者控除が

ノぞート収入に
所 得 税 が �  

70万円以下 受m けられる かからな�  L、� 

70万円超
79万円�  1:J. 受けられない かからな�  t、� 

千� 

79万円魁 受けらiLなし、 か か る

昭和53年度 住民税申告相談日程表

¥ー'

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



カ込 ご〉J つ ら(3) 第93号

優

勝

準
優
勝

昭和53年� 3月1日

囲
碁
の
部

優

勝

準
優
勝

3

位

将
棋
の
部

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

|趣喋の集い 

一
階
図
書
室
で

は
、
俳
句
即
吟
大

会
が
聞
か
れ
、
町

内
の
風
流
入
が
出

来
ば
え
を
競
い
ま

し
た
。
二
階
大
広

聞
の
囲
碁

・
将
棋

大
会
の
会
場
で
は
、

各
棋
士
が
熱
戦
。

隣
は
手
芸

・
編
物

教
室
。
三
階
で
は

盆
栽
フ
ァ
ン
が
集

り
各
人
が
持
ち
寄

っ
た
サ
ツ
キ

・
松

な
ど
の
盆
栽
を
講

師
の
石
元
邦
夫
先

生
か
ら
、
手
入
の

仕
方
を
熱
心
に
教

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

二
月
十
二
日
(
日
曜
日
)
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
趣
味
の
集
い
。

多
く
の
か
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
趣
味
の
集
い
は
、
町
教
育
委

員
会
が
主
催
し
、
趣
味
を
通
じ
て
町

民
の
親
ぼ
く
を
図
ろ
う
と
昨
年
か
ら

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

伊
丹
一
さ
ん
(
星
谷
)

中
山
裕
博
さ
ん
(
星
谷
)

津
野
隆
男
さ
ん
(
坂
本
)

谷
脇
林
七
さ
ん
(
横
瀬
)

福
田
邦
夫
さ
ん
へ
生
名

宮
崎
武
博
さ
ん
(
星
谷 

3

位
福
野
舜
一
さ
ん
(
星
谷
)

俳
句
即
吟
の
部

(
総
合
)

一

位

竹

林
白
揚
さ
ん
(
生
名
)

二
位
小
室
五
月
さ
ん
(
沼
江
)

三
位
大
岡
初
音
さ
ん
(
沼
江
)

教
育
長
賞

東
山
正
峰
さ
ん
(
中
角
)

巻
頭
多
数
賞小

室
五
月
さ
ん
(
沼
江
) 

，、、札� 

盆栽教室 囲碁 ・将棋大会

、

f¥  

別
勝

表

jJlJ 表� 消防法(危険物)

類月IJ 1ロI/J 名

第� 1~員.

塩素酸塩類� 

過塩素員長塩類� 

過酸化物� 

硝西安福類� 

過 7 ンガン厳塩矧� 

?f， 2頬

賞りん� 

硫化りん� 

赤りん� 

硫 黄 �  

金属粉A 

金属粉 B 

金属 「カリウム」� 5kg ヨ賢jJlJ 勝浦町火災予防条例(特殊可燃物)� 

金属「ナトリウム」� 5 
第 3類 炭化力 Jレンウム� (カーバイト� ) 300 

リん化石灰� 300 
生石灰� 500 

特殊引火物� 50 1 

第� l石油類�  100 
さく鮫エステル類� 200 
ぎ酸エステル類� 200 
メチルエチルケトン� 200 
アルコ ルJli 200 

第 4類
ピリジン� 200 
7ロルベンソル�  300 
第 2石油類� 500 
第 3石油類� 2，000 
第 4石油類� 3，000 
重!}J組物i1h類� 3.000 

硝酸エステル類� 10 kg 

第 5類 セルロイド類� 150 
ニトロ化合物� 200 

発煙硝酸� 80kg 

発煙硫殴� 80 
クロールスル 7 オン酸� 80 

第 6類 無水硫酸� 80 
im硝椴�  200 
il硫重量� 200 
無水クロム酸� 200 

こ
こ
数
年
み
か
ん
産
業
の
低
迷
で
、

花
井
・
い
ち
ご
・
み
か
ん
な
ど
の
ハ

ウ
ス
栽
培
に
よ
る
復
合
経
営
農
家
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ウ
ス
で
、
重
油
な
ど
の
危
険

物
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
町
火
災

予
防
条
例
で
町
長
に
届
け
出
を
す
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
か
た
は

早
急
に
す
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
必
要
な
か
た

・
消
防
法
別
表
で
定
め
る
指
定
数
量

の
五
分
の
一
以
上
指
定
数
鐙
未
満
の

危
険
物
の
貯
蔵
や
取
り
扱
い
を
す
る

者
。

-
町
火
災
予
防
条
例
別
表
で
定
め
る

直~

火
災
を
防
止
す
る
た
め

危
険
物
の
届
け
出
を
グ

数量

50kg 

50 
50 

1，000 
1，000 

20 kg 

50 
50 
100 
500 

1，000 

n口u 名 数� 111 

る唱 花 者11 200kg 

木毛及びかんなくず�  400 

ばろ及び紙くず�  1.000 

苅"ミ 類� 1，000 

わ� Lヮ� 11¥ 1，000 

コf ム� T自� 3，000 

石炭及び木炭�  10，000 

木材加工品及び木くず� 10m

数
量
の
五
倍
以
上
の
準
危
険
物
や
特

殊
可
燃
物
の
貯
蔵
や
取
り
扱
い
を
す

る
者
。

第
/、
1J¥ 

第
五
~Ii 

第
四� 
類

第

類

第

頼

白1

頬

純

自IJ 

t孟塩過
itfじ1孟
スチ素
lレオ鮫

卜卜
リロ

第パ松ナし第ゴラ
ニ ラ� 7 よー ムツ
綬 7 1う径のカ

カ水炭金属属金� 
ノレ業火

シイ物ヒアカリ
ウ /レルチ

illl冨IJilH
か蚕紙�  
す糸 rfi

及
ひ.

t由
布
照

重沃講呉EEE 
n酸転� I孟� 
白 骨量紫� 

ム温I孟t敵孟� 
自主頬頬
溢 ~i
ま良

1ロm 

名� 

7ニ
リ/レ

/ 

ウソ
ム化
ア合

物
ド

ヨ|イ脂リ脳号|り|
火ンン火ノマ

物 物テ
十ン ミンウ
リ ニウム� 
コウム
ンム

八八三
000  

凶凶凹�  

000  

，.、".、'"、、， 、-/ー、・/.、 F弔問 ー-ーa一-角

00000000 
00000000 

O六六五� 
0000五� 

。一一
000  
000  

占〆、
O二一一� 
00五O 

数

屯
kg 

浦
町
火
災
予
防
条
例
(
準
危
険
物

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
趣味の集い



H百平日� 53年� 3月� 1 I:l カ込 ザコ

V
校
と
は
、
定
質
的
に
夜
、
ヱ
校
状
の

思
怨
的
な
関
心
、
自
然
州
2

で
は
十
町l
当

X
4
いこ

V

曲
戻

A
Fvn

花
芽
分
化
期

vn

整
枝
・
せ
ん
定

つ ら 第� 93号 (4) 

先
月
は
、
要
点
だ
け
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
月
は
も
う
少
し
詳
し
く

入
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
�
 

樹
一
品
を
下
げ
る
�
 
ω

大
木
の
場
介
、
「樹
・け川
日三
円
以
卜
し

言
わ
れ
て
い
る
十
げ
�
 当
り
の
佼
数
と

l

が
目
標
で
す
。
�
 の

樹
尚
を
%
に
す

る
に
は
紋
数
を
�
 に、� 

の
関
口
に

す
る
に
は
紋
数
を
%
に
ま
で
減
ら
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ニ
と
は
、
す
で

に
尖
地
し
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

か
ら
は

っ
き
り
二
日
え
る
こ
と
で
す
。

と
に
か
く
初
年
度
や
.
年
目
で
は
び

っ
く
り
す
る
位
切
る
必
要
が
あ
り
ま

費� 1 枝数と反収及び一樹当り枝数
す
。
あ
る
科
伎
の
減
以
や
徒
以
�
 
伐
の

発
生
か
あ
る
こ
と
を
党
同
せ
ね
ば
制

型
め
改
泣
は
で
き
ま
せ
ん
。
�
 U

合
は
校
数
が
約

一訂
』
ハ
卜
本
。
収
肢

収
量
の
関
係
は
次
の
通
り
で
す
。

A

は
十
，
余
り
の
汁
切
に
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
こ
れ
は
机
上
�
 鮮
で
す
が
、

と
に
か
く
朴
枚
数
を
う
ん
と
減
ら
せ
ば

よ
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
た

rh 

り
凶
|
本
山
相
�
 (

作
Vが
、
こ
れ
も
事
実
で
す
υ

(107 ー ル� 40'1以前 }

11釘当り校数� 
一一一反一一一収一一一寸j 枚 数� 

4 t I1500-1200 38 - 30 

6 1000-900 20 - 23 

自� 750- 600 18 - 15 

10 500-400 12 - 10 

12 300-250 日- 6 

反
収
を
上
げ
る
こ
と
。

「太
校
数
が
少
い
ほ
ど
収
叫
が
あ

が
る
し
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る

か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

-
U
U
以
上
の
長
さ
と
思

U
¥一

一
般
的
に

の
場

表 2
ょ
う
と
よ

い
可
で
す
内
必
ず
行

っ
て

今
年
・
は
附
引
は
山
一
を
行
�
 7
に
は
ち

j
t
{
l
l
 

l

l

l
T
4
l

E

1
hi
 

可
内
庁
内
こ
ま
、
対
こ
べ
安
川
�
 ・
�
 

，
�
 

れ
は
じ
ゅ
一
�
 
7
ぶ
ん
で
す
。

白
半
に
近
い
校
で
す
。
こ
れ
ら
の

伎
の
う
ち
か
ら
一-
本
位
山
、
 

と
し

て
峨
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

m
1
乃
の
校

o
側
仰
向
校
と
川
町
ば
れ
て
い
る
校
で
、

広
本
的
に
は
こ
の
角
度
に
相
当
す
る

肢
は
、
全
く
い
ら
な
い
沢
で
す
。
し

た
が

っ
て

m
m改
造
の
初
年
度
や
�
 ↑

午
日
は
こ
の
伎
を
主
に
切
り
ま
す
。

o
mリ�
 1
引
の
校

一
般
に
横
伐
と
川
町
ば
れ
て
い
ま
す
。

aiu

よ V だO 〈
司
�
 

ノ
ト
文

コに� J
Q

 
d
u
b
f
 

D
l
h
u
n

90' づ� C'
"}." !~ まし、 ー け
f企c、� ず 」。 ヱ た

45'r 向
し喧� ' ポ にとて� 3今、� 
H.旬� 

す� 3
j を ネ}忠、�  

j:! めし、こ，号、� 

，;'r..
n寝� 

↓
仏

核
の

日

t

22.5' 

て� lニま
く� 
fご� 

filJ す� 
σ〉 。

d

v

-

J

「

す

¥

一
く
も
が
い
日

一
�
 

¥
¥斗
一
�
 

Z
/

J

s

k

-

-

品
い
引

一-

果

一

山
り
¥

同
一

さ 紋
い を�  

1;)J 
J.L 

(工

度
ハ
ー

角の

一一一

る

一一

く
だ
さ
い
。

こ
の
校
は
連
年
結
川
市
門
の
校
で
-
」
の

伎
に
な
っ
た
果
実
は
閉
山
J
U

一向くよ向

日
一
貨
の
た
め
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
�
 
e

春
肥
の
施
用

-
国
側
副
お
ひ
な
さ
ま
の
一

み
か
ん
に
も
年
川
を
泌
じ
て
健
全

な
生
育
を
し
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な

一
四
幽
し
ま
い
方

肥
料
成
分
泣
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

一
ひ
な
人
形
は
、
お
チ
さ
ま
の
成
長
一

決
め
て
あ
る
の
が

一
施
肥
法
犠
打
取
」

一
を
悦
う
�
 一
生
の
支
も
の
�
 
~

大
切
に

一

で
す
。
今
年
県
下
で
も
焔
肥
�
 
嶋
中
慌

一
な
が
く
保
存
し
た
い
も
の
で
す
が
、

一

の
改
正
が
行
な
わ
れ
た
の
を
機
会
に

、

一長
も
ち
さ
せ
る
コ
ツ
は
、
保
行
�
 

一

本
町
て
も
実
情
に
あ
っ
た
よ
う
に
泊

一
つ
ま
り
、
し
ま
い
方
ひ
と
つ
で
す
。

一

肥
必
準
訟
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
�
 

一

ま
ず
、
し
ま
う
日
は
雨
天
の
日
を

一

(別
表
の
と
お
り
)

一避
け
る
こ
と
が
第

一。

天
気
の
よ
い
、

一

例
え
ば
春
肥
は
、
普
通
岨
州
闘
に

一九
〉
�
 の
乾
い
た
カ
ラ
�
 と
し
た
日
を

一

お
い
て
、
み
か
ん
特
号
(1

一
|
六
|
七
)

一選
ん
で
く
だ
さ
い
。
湿
気
は
ブ
カ
ヒ

一

を
使
用
す
れ
ば
六
袋
、
ロ
寸
生
協
州
の

一
の
栄
作
で
す
。

一

山
畑
で
あ
れ
ば
、
柑
橘
一
号
を
用
い

髪
や
衣
装
に
つ
い
た
ほ
こ
り
は
、一

る
と
す
れ
ば
約
一
袋
と
な
り
ま
す
。

一色
ば
た
き
や
柔
ら
か
な
ブ
ラ
シ
な
ど
一

他
の
肥
料
を
使
用
さ
れ
る
か
た
は
、

一で
よ
く
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
衣
装
な
一

成
分
目
�
 (特
に
チ
ソ
ソ
含
量
)
に
気

を
つ
け
地
用
し
て
く
だ
さ
い
。

一と
の
色
変
わ
り
は
、
ほ
こ
り
が
原
閃

一

一で
す
。

一

不
良
系
統
の
更
新

'
カ
ピ
、
ほ
こ
り
と
な
ら
品
 
人
形

一

下
旬
か
ら
阿
川
中
旬
ご
ろ
ま
で
が

一の
敵
々
は
、
虫
食
い
で
す
。
胴
の
�
 
一

迎
則
で
す
が
、
い
い
時
期
に
行
う
の

一
は
ワ
ラ
で
て
き
て
お
り

ま

た

ノ

一

が
仰
民
�
 が
多
く
て
良
い
と
思
い
ま

一リ
を
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
虫
に

一


す
。

一食
わ
れ
が
ち
で
す
。
と
い
っ
て
、
防
一


な
お
、
っ
さ
の
よ
う
な
州
制
作
は
、

一
虫
剤
を
入
れ
さ
、
え
す
れ
ば
い
い
、
と

一


版
岐
に
よ
る

二

挙
史
新
法
」
で
行

一
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一


っ
て
く
だ
さ
い
。
�
 

一

最
近
の
ひ
な
人
形
は
、
人
形
の
合
一


イ
生
川
凶
州
の
先
は
戻
り
し
た
も
の
。
�
 一

や
道
具
セ
ッ
ト
、
ぽ
ん
ぼ
り
、
さ
ら
一


旬
午
腰
品
川
市
や
小
�
 し
か
な
ら
な

一
に
は
人
形
の
予
に
い
た
る
ま
で
、
今
一


しィ、、
。

一成
樹
脂
製
品
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
一


毎
午
后
色
不
良
の
木
。
�
 

一制
服
製
の
も
の
は
、
し
よ
う
脳
や
十

一


O
政
情
地
に
適
さ
な
い
口
川
怖
が
柄
、
え

一
7
7
リ
ン
で
溶
け
る
こ
と
が
あ
る
か

一


ら
れ
て
い
る
と
き
。

一
ら
で
す
の
防
虫
剤
は
少
な
め
に
し
て
、
一

こ
れ
の
は
本
民
ポ
閣
を
稲
川
花
氏
�
 
一
人
形
に
向
機
触
れ
な

い
よ
う
に
ケ
�
 一

℃
�
 (償
制 M
)
誕
の
畑
に
設
託
し
て
い

一
ス
の
端
の
ほ
う
に
入
れ
る
の
が
無
難
・

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
覧
く
だ
さ
い
。

一
で
寸
。

O O O
H

E

w

A

H

y

H

l

ll H
U

も
の
で

一

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
々
え
て
み
ま
す
と
、

ー、、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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M
M

人
か
ら
、

「
十
万
温
州
は
、
精
度
も
一 

を 
tu

F¥  

区分 傾斜地�  111回(棚田lL竺転i¥1 

訟 4ごN P K |N P K l N P K 

6 8 6.5 5 6 5 J.5 

15 12 9 12 9.5 7 9 7 5.5 

卜一一←~-一一 一一?一一� 

25 20 15 1 20 16 12 . 15 12 92十� 

:ゃくがくなはか
。 つ、和ずといなさ�  
!て人のれをいいて
; く)杉中を:tqJのよ�  
i だめで起しでう箱�  
iき姿動こ込すに諸�  
!い勢かすむが紙め
句 になもの、なで�  

i 添いとは炉、どす
つ艇で、J'!l!をが� 

; て� l交す衣に入
。 詰 に 。装 新 れ �  r十1 

' め 、人の�  Il日 る で

工工二二二二lIi!1・圃. 
。 て� l縫� If; If.'1紙の動

柑

橘� 

口
口口� 

評

A、
エミ

~I) tty 園児とあ、かあさんがレクリエーション� ET母
表� 貯蔵用温州みかん

安江zむよぐご | N P K 

2月下旬 戸/ 5 5.7 
春� 

3月下旬� 7 5 。/

夏� 6月下旬� 5.6 4.0 4.6 

秋� 11月上旬� 8.4 6.0 7.0 

五十� 28.0 20.0 23.0 

つ ク 、 育福子�  

11E 

市 一坂本愛育班ー 第附lじ

がシ佐 二上め
開 ヨ 川演長会後や談康 前 十 め お に て民月回を地
かン鈴 「 先、はつ、診中人と母はこ行集十愛呂域
れ 「 代幼生横試のがJ断はがしさ幼のわ会日育的に
、お先児に小食実児と乳参、ん稚愛れ所、祭とお

母� fft生のよ相と習食育幼力日総を図育まに坂りすけ
子さにしる原態、と児児 。勢 は 児 祭 し お本がるる
ーんょっ講校談午お 相健 午六 じと りた い区二坂健�  

ハ
ウ
ス
内
の
株
を
親
株
と
し
て
利

用
す
る
場
合
は
、
今
ま
で
に
た
く
さ

ん
な
り
、
勢
い
の
強
い
株
に
印
を
つ

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

今
月
も
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
日
開
時

間
も
長
く
な
り
、
外
視
も
上
が
り
ま

す
。
な
り
づ
か
れ
し
て
い
た
株
も
し

だ
い
に
勢
い
を
増
す
で
し
ょ
う
。
検

気
や
地
肥
、
潜
水
訟
を
徐
々
に
増
や

ーし
キ
ナ
し
ょ
、
つ
。

温
度
の
上
昇
に
伴
っ
て
う
ど
ん
こ

病
が
内
山
大
允
ル
十
す
る
こ
と
か
心
配

さ
れ
ま
す 

Q

必
ず
定
期
的
，十
防
散
布

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い 
ι

集
剤
の
附
桁
を
よ
く
し
た
り
唱
川
市

実
の
色
づ
き
を
よ
く
す
る
た
め
、
山

梨
や
混
み
ん 
H

た
凶
市
側
、
ラ 

っ
た
菜
、
収
帥
慢
の
終
っ

J

ナ
ー
な
と
は 
H
r
H
に

つ
み
と
っ
て
く
だ
さ
い

。

加
工
イ
チ
ゴ

中
旬
に
な
り
来
の
伸
び
始
め
ま
で

に 
7

ル
チ
が
け
を
し
て
く
だ
さ
い

。 

7

ル
チ
の
一
週
間
前
に
は
、
化
成
肥

l

昭
和
五
十
二
年
度
ニ
ュ 

グ
リ
ン
ク
ラ
ブ

山
版
業
後
継
者
で
作
っ
て
い
る
町
ニ

ュ
|
グ
リ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
二
月
九

日
、
十
日
の
二
日
間
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
、
柑
橘
口
問
評
会
を
行
い
ま
し

た。
こ
れ
は
、
町
内
の
み
か
ん
民
家
の

か
た
に
、
み
か
ん
作
り
に
意
欲
を
も

っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
こ
の
品
評
会
に
は
、
温
州

み
か
ん
百
二
十
点
、
晩
柑
類
そ
の
他

四
十
七
点
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
中
か

ら
優
秀
な
も
の
十
七
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

混
州
み
か
ん
の
部
で
は
、
「
十
万
混

州
し
い
か
十
五
点
選
出
し
た
中
で
十
点

め
、
見
九
千
に
き
て
い
る
牒
家
の

い
し
浮
皮
旧
市
も
な
く
、
大
石
で
き
れ

U

い
や
し
似
秀
ゃ
な 

と 
Hm
伎
の
良
さ

に
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

料
キ 
-ト
一汗
九
リ

き
ま
し
ょ
う 

一|
日、
地
川
し
て
お

L

kg1 kg kg 

表� 早熟早生温州みかん

3月
春� 10 8

上旬� 

10月� 
中11)

秋� 

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
て
す
。

知

ギ

抗

版

本

武

出

治

雄

さ

ん

町

長

賞

星

谷

坂

口

貞

雄

さ

ん

勝
浦
町
民
協
組
合
長
賞

件
似
瀬
坪
井
俊
雄
さ
ん

生
比
奈
内
版
協
組
合
長
賞

今

山

山

畑

智

夫

さ

ん

小
松
島
民
業
改
良
普
及
所
勝
浦
支
所
長
賞

(は
っ
さ
く 

)
同
笠
谷
岡
固
定
往
さ
ん

ニ
ュ
ク
リ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
賞

石

原

坪

井

秀

敏

さ

ん

(は
ゥ
さ
く
)
久
国
中
村
清
志
さ
ん

中

山

定

作

和

明

さ

ん

星

火

日

中

西

幸

一
さ
ん

石
原
石
田
タ
カ
ミ
さ
ん

星

谷

坂

口

貞

雄

さ

ん

星

谷

中

根 

浮
こ
さ
ん

J

横

瀬

田

村

チ

カ

さ

ん

今

山

山

口 
7
ミ
子
さ
ん

星

谷

勝

谷

克

己

さ

ん

久

国

谷

静

夫

さ

ん

坂

本

武

回

正

雄

さ

ん 

第� 2回愛育祭

体
と
な
っ
た
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

昭
和
凶
十
八
年
に
愛
育
班
を
再
編

成
し
て
五
年
。
現
在
で
は
毎
年
研
修

会
、
健
康
教
室
、
各
種
検
診
、
家
族

計
画
座
談
会
な
ど
積
極
的
に
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
は
健
康
と
福
祉

に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
一
環
と
し
て
今
後
の
活
動
が
大
き

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

1)軍

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
柑橘品評会
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自主性を育てる教育

横瀬小学校
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同
和
教
育
を
進
め
て
い
く
上
で
大

切
な
こ
と
は
、
同
和
問
題
を
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
考
、
え
、
実
践
す
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
同

和
問
題
は
、
自
分
と
は
無
関
係
な
、

速
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
な
問
題
で

は
な
く
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
分
自
身
が
差
別
の
と
り
こ

か
ら
開
放
さ
れ
る
の
だ
と
い
う

ιょ

を
、
銘
記
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
‘な

ら
な
い
わ
け
で
す
。

学
校
に
お
け
る
子
と
も
の
生
活
を

み
て
い
る
と
、
よ
く
、
け
ん
か
や
も

め
ご
と
な
ど
が
お
こ
っ
て
、
ゆ
い
た

L

り
、
訴
え
で
き
た
り
す
る
子
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
原
因
を
よ
く
調
べ
て
み

る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
、

そ
の
娘
成
に
は
部
落
差
別
に
つ
な
が

る
よ
う
な

一
般
差
別
や
偏
見
が
あ
る

こ
と
を
見
逃
が
す
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
「

。
が
で
き
な
い
か
ら
と

言
っ

て
仲
間
に
入
れ
て
く
れ
な
い

」

「

と

あ

だ

な

を

言
わ
れ
た

」「
何

も
し
な
い
の
に
男
の
子
に
い
じ
め
ら

れ
た 

等
々
。
し
た
り
、
さ
れ
た
り
、

言
っ
た
り
、
言
わ
れ
た
り
し
て
、
お

互
い
に
み
じ
め
な
思
い
を
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
う
い
っ
た
差
別
や
偏

見
な
ど
の
不
合
理
や
矛
府
を
、

一つ

一
つ
取
り
除
き
、
ひ
い
て
は
、
部
務

差
別
を
解
消
で
き
る
能
力
と
怠
欲
を

持
っ
た
民
主
的
な
人
聞
を
育
成
す
る

こ
と
が
同
和
教
育
の
目
標
な
の
だ
か

ら
、
こ
れ
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
み
ん
な
が
幸
福
な
楽
し
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で

以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ

て、

本
校
に
お
い
て
も
、
同
和
問
題
に
焦

卜
引
を
あ
て
た
絞
心
的
指
導
と
呼
ば
れ

る
学
習
や
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
、

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
不
合
理
や
矛
附

を
、
教
師
と
チ
と
も
が
協
力
し
て
、

一
つ
一
つ
取
り
除
い
て
い
く
よ
う
な

生
活
化
へ
の
実
践
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
絶
、
え
ず
、
学
期
口

や
実
践
活
動
の
効
果
を
た
し
か
め
、

反
省
を
加
、
え
な
が
ら
進
め
て
い
る
わ

け
で
す
が
、
こ
れ
は
本
校
だ
け
の
取

り
組
み
方
で
は
な
く
、
勝
浦
郡
内
は

い
う
に
及
は
ず
、
県
下
全
休
の
学
校

が
取
り
組
ん
で

い
る
本
年
度
の
重
要

な
課
題
な
め
て
す
。
低
学
年
で
は
、

「相
手
の
立
場
を
考
え
、
助
け
合
っ

て
楽
し
い
学
級
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
さ
せ
る
」
中
学
年
て
は

「
偏
見

や
差
別
が
あ
や
ま
り
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
、
互
い
に
認
め
ム
ロ
い
、
協

力
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
」
商
学
年
で

は

「
人
権
に
対
す
る
理
解
や
、
部
落

差
別
の
不
合
理
や
矛
盾
に
気
づ
か
せ

る
」
を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
学
習

は
、
家
庭
へ
も
持
ち
込
ま
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
家
庭
内
に
あ
る
非
科
学
的

な
因
習
や
迷
信
や
不
合
理
や
矛
盾
を

取
り
除
く
よ
う
な
活
動
が
当
然
行
わ

れ
怠
け
れ
ば
も
ら
な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
場
合
、
こ
う
い
っ
た
子
ど
も
の

自
主
的
な
活
動
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
学
校
と
同
様
、
父
母
と
子
ど

も
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
に
、
授
業
参
観
の
中
に
同
和
授

業
を
取
り
入
れ
た
り
、
家
庭
教
育
学

級
の
中
に
同
和
教
育
講
座
を
設
け
て

い
ま
す
。

ま
た
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
子

と
も
た
ち
が
、
同
和
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
た
め
に
は
、
自
主
的
な

子
ど
も
の
活
動
が
、
同
和
教
育
の
面

で
も
重
被
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
受
け
身
の
立
場

に
立

っ
て
い
た
の
で
は
な
欲
が
わ
い

て
く
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校

で
は
、
本
年
度
、
昨
年
度
と
二
年
間

に
わ
た
っ
て

「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
能

力
を
基
盤
と
し
た
自
主
性
を
育
て
る

教
育
実
践
」
と
題
し
て
研
究
指
定
を

受
け
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
子
ど
も
の
自
主
的
な
活
動
が

学
校
教
育
の
全
領
城
に
お
い
て
、
活

発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
、

特
別
活
動
の
商
で
は
、
学
級
内
や
、

学
校
内
に
あ
る
諸
問
題
が
、
自
主
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
教
師
、
児
童

一

体
と
な
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
学
習

が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

「
思
い
や

り
の
あ
る
こ
と
も
を
め
ざ
し
て
」
と

い
う
、
学
校
教
育
目
標
に
も
照
ら
し

て
、
全
校
児
童
が
、
学
年
、
学
級
の

作
を
こ
え
て
協
力
し
、
助
け
合
え
る

よ
う
な
楽
し
い
活
動
が
全
校
児
童
集

会
な
ど
を
過
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
年
の
発
注
段
階
に
応
じ
て
、
同

和
教
育
の
視
点
を
通
し
て
身
の
ま
わ

り
の
事
象
を
み
る
力
を
養
い
、
こ
う

い
っ
た
子
と
も
の
自
主
性
を
と
の
よ

う
に
具
体
的
に
、
意
図
的
、
計
画
的
、

料

国
民
年
金
保
険

耕

料
が
四
月
分
か
ら

・

唯

一
か
月
二
千
七
百

効
果
的
に
同
和
教
育
に
生
か
し
生
活

化
を
進
め
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課

題
で
す
。

ー
国
民
年
金
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
へ 

、¥
、 

ド
ぐ

吋
-
畑
町
圃

か
園
周 

刊 

圃
・
一
開

三
十
円
に
改
め
ら

〆 

、

写 

2
-

ノ
'
川
川
、 

れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
給
付
金
は
、
皆
さ
ん


が
納
め
る
保
険
料
と
固
の
負
担

(給


付
費
の
三
分
の
こ
で
ま
か
な
っ
て


い
ま
す
が
、
昨
年
七
月
か
ら
老
齢
年


金
を
始
め
と
し
て
各
種
年
金
の
額
が


大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ


っ
て
、
か
な
り
の
保
険
料
引
き
上
げ


が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、


皆
さ
ん
の
負
担
が
急
に
増
え
る
こ
と


を
さ
け
る
た
め
、
今
後
も
毎
年
引
き


上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。


な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
三
か

月
ご
と 

(
七
月
、
十
月
、
一
月
、
三

月 
)
に
納
期
限
が
き
ま
っ
て
い
て
、

期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら

必
ず
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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庭
で
楽
々
来
れ
る
よ
う
に
な
る
と
道

¥ 
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昭和53年� 3月� l日

Jき本料 度料数料・市外通話
等の計算期間

~，求占の 支払い
尭行月日 期日�  

Ol.I;本料
皮数料・市外通話
料等の計算期間

請求詳の 支払い
発行月日� JUI 日� 

2月10日か ら� 
3月14日まで� 

4月2日� 4月15日� 

4月!日

かり� 

4月30日� 
oコ.<、F 

3月15日から� 

4月15日まで� 
5月2日� 5月15日� 

3月l日 従来の ~I 目方法で

か勺� 11.2月 II日から3月� 
JO日までと立 ってい� 

3月31日 ましたが，3月分に
まで 限，)，料 ~~Hì 矧11\ 1

が?由紀のよ ゥに立 つ

従来のJYI日よ

11日5リ 司おそく� 

な勺ています。

ています。� 

最
近
、
阿
南
市
内
の
海
岸
近
く
の

ち
ょ
っ
と
の

油
断
が

大
き
な
事
故
を

火
薬
が
盗
ま
れ
て
、
そ
れ
が
犯
罪
に

使
用
さ
れ
た
り
、
自
殺
の
用
具
と
し

て
使
わ
れ
だ
り
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら

れ
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、
猟
銃
な
ど
の
盗
ま
れ

た
被
害
状
況
を
み
て
み
る
と
、
全
国

で
毎
年
百
丁
前
後
が
彼
害
に
あ

っ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
中
に
被
輩
間

に
あ

っ
た
八
十
八
丁
に
つ
い
て
み
て

み
る
と
、
法
令
に
基
づ
き
ガ
ン
ロ
�
 
γ

カ
|
に
カ
ギ
を
か
け
厳
重
に
保
管
し

て
い
て
被
害
に
あ
っ
た
の
は
、
わ
ず

か、

二
十
七
了
で
残
り
の
六
十
丁
は
、

自
動
単
の
座
席
や
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ

て
お
い
た
り
、
自
宅
の
部
屋
に
放
置

し
た
り
、
タ
ン
ス
や
抑
入
れ
な
ど
で

保
管
し
て
い
る
う
ち
被
害
に
あ
っ
た

も
の
で
す
。

に
出
た
く
な
り
ま
し
た
。
始
め
の
う

ち
は
、
「
じ
い
ち
ゃ
ん
道
で
乗

っ
て
え

え
ん
」
と
き
い
て
か
ら
で
な
い
と
、

い
や
な
気
が
し
ま
し
た
。

父
が
買
っ
た
自
転
車
に
乗

っ
て
い

る
と
、
一
度
も
け
が
を
し
ま
せ
ん
。

父
が
見
守

っ
て
い
て
く
れ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
母
が
ほ
く
に
買

っ
て
く

れ
た
自
転
車
は
す
ぐ
こ
わ
し
て
し
ま

っ
た
け
ど
、
父
が
買
っ
た
の
は
、
こ

わ
さ
ず
に
ち
ゃ
ん
と
乗
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
一
度
だ
け
、
大
き

な
声
で
寸
お
と
う
さ
ん
」
と
よ
ん
で

み
た
い
。
ぼ
く
は
勉
強
に
は
げ
み
、

i.~.康据窟|
わたしのおかあさん入選作文から

普
祭
器
防
犯
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
合
わ
せ
は
、
二
�
 

番
(
無
料
�
 
)

へ
。
�
 

O
O
O

い
。
そ
の
他
ご
不
穫
の
あ
る
か
た
は
、

残
火
薬
�
 (タ
7
)

等
は
火
薬
庖
に

保
管
を
依
頼
す
る
か
、
廃
業
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
�
 

事
故
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
は

直
ち
に
響
曲
日
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

-R



な
お
、
電
報
徒
話
に
関
す
る
お
問

支
払
期
日
な
ど
が
次
の
よ
う
に
変
り

ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
料
金
の
計
算
期
間
、

る
の
は
、
買
っ
て
も
ら

っ
た
日
に
柱

に
ぶ
つ
か

っ
た
時
め
事
で
す
。
そ
の

時
は
、
め
げ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
た

く
さ
ん
気
を
つ
か

っ
て
い
ま
し
た
。

生小(石原)

石田 早 人

、父ガ買った自転車グ

て
い
ま
し
た
。
今
で
も
お
ぼ
え
て
い

自
転
車
を
買

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

う
れ
し
く
て
ひ
ま
が
あ

っ
た
ら
釆
っ

♂¥ 

句、f

ー同‘

ぼ
く
の
自
転
車
は
、
八
年
前
に
父

が
姉
に
買
っ
た
自
転
車
で
す
。
そ
れ

に
、
今
、
ぼ
く
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
古
び
た
自
転
車
を
み
る
と
、
父

の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
父
が
あ

る
と
新
し
い
自
転
車
を
買
っ
て
と
言

え
ま
す
が
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

働
い
て
く
れ
る
母
に
は
一
言
え
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
大
切
に
乗
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ぼ
く
が
、
自
転
車
に
粂
り
始
め
た

の
は
、
一
年
生
め
時
で
し
た
。
そ
の

時
、
父
が
買
っ
た
自
転
車
で
練
習
し

ま
し
た
。

い
く
臼
か
す
る
と
少
し

乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
母
に

り
っ
ぱ
な
社
会
人
と
な
っ
て
母
を
幸

に
し
て
あ
げ
た
い
と
希
望
を
も
っ
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

さ
ん
(
五
十
二
歳
)
が
、
乗
用
車
の
後

部
座
席
に
置
い
で
あ
っ
た
猟
銃
と
タ

マ
三
十
発
が
何
者
か
に
盗
ま
れ
る
と

い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い

う
こ
と
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
、
ハ
ン

狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
終
る
�
 よ

e

タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
猟
期
終
了
後
の

だ

銃
や
残
火
薬
の
保
管
を
厳
重
に
し
、

情

銃

や

火

薬

の

盗
ま
れ
た
り
、
取
り
扱
い
の
不
注
意

書

保
管
は
厳
重
に

か
ら
痛
ま
し
い
人
身
事
故
な
ど
起
こ

狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
二
月
十
五

さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

瞳

電
報
電
話
局
だ
よ
り

電
報

・
電
話
の

-v 空
き
地
で
阿
南
市
に
住
む
会
社
員
�
 
A

-'-


料
金
が
電
算
化
�
 
H
Y

R-

日
で
終
り
ま
し
た
。
と
か
く
猟
期
が

終
わ
る
と
、
気
分
的
な
ゆ
る
み
か
ら
‘

銃
や
火
薬
類
の
保
管
が
お
ろ
そ
か
に

な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
た
め
、
銃
や

電
報
電
話
局
で
は
、
先
般
か
ら
、

電
報
電
話
料
金
計
算
事
務
の
電
算
化

を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、

三
月
分

の
料
金
か
ら
電
子
計
算
機
に
よ
り
計

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

銃
は
堅
固
な
保
管
庫
に

分
解
し
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

脅
火
薬
類
は
家
庭
に
置
か
な
い

雪量砂

4月分の料金計算等は，次のとお りです。� 3月分の料金計算等は，次のとおりて'す。

MUS04
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償棚  

J工

(日 

地
区
対
抗
内
ス
ケ
ψ
ト
ボ
'
凡
夫
会

) 

してポストに出していただくか，お急ぎの;場合は， 横中川|与 坂 中 

電話連絡でも結構です。 瀬
l西川 iI

本 山 野

|1.11::より|

=留守どきの郵便物=
留守のため配達できなか った書留などの郵便物は，

郵便局で  10日間保管します。

この場合，受取人には「不在配達通知書」により，

配達できなかったことを通知します。通知書に替か

れている期日までに郵便局の窓、口で受け取るか，在

宅予定日を郵便局に連絡して，再配達を受けてくだ

さし、。

・窓口で受け取る場合

不在者配達通知書と正当受取人であることがわ

かるもの  (運転免許証 ・保険証 ・身分証明書など)

と印鑑(訟釘郵便物の場合)をご持参ください。

にJ ・再発達を希望される場合

不在配達通知替の所定欄 に配達希望月日を記入

川

広

安

美

枝

子

一
出
札

ιー
ト

1
1七
1
-i
.F

に
1

1

1

一

一

一

三

句

ハ

ガ

キ

で

一

一
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

一
都
景
)ま
で

一一

阿
佐
何
一双
山
側
引
は
一
れ
に
一

認
、
パ
。

一-

房
夫
一

引
ツ
�
 

一一

R

f

て
い
て
ぽ	 

し

じ
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f
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優
勝
生
名
チ
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勝
は
山
西
掛
チ
�
 ム

一

朝

の

陽

は

あ

ま

ね

く

庭

に

広

ご

り

て

て

勤

め

の

吾

を

送

ら

れ

し

今

朝

一
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勢

広

夫

さ
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一咲
き
鎖
も
れ
り
呑
ぐ
わ

し

き

梅

棚

野

広

井

貞
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一

雪
を
観
し
ま
ま
の
感
情
崩
さ
る
る
電
に
の
せ
ま
す
。
ふ
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っ
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ご
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